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栃木県内の環境中に排出される廃プラスチック類に関する調査* 
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キーワード ①河川ごみ ②散乱ごみ ③廃プラスチック類 ④マイクロプラスチック ⑤市街地 

 

要   旨 

 筆者らは，栃木県内の環境中（主に河川）に排出されるプラスチックごみ（廃プラスチック類）の実態把握を目的と

して調査を実施してきた。河川水質及び底質における廃プラスチック類（マイクロプラスチックを含む）の調査や，河

川への流入経路調査及び市街地の散乱ごみ調査を実施し，環境中の廃プラスチック類の発生原因と抑制対策について検

討した。市街地調査の結果，廃プラスチック類の発生原因として主に意図しない散乱が考えられ，ポイ捨て防止のみな

らず，施設等の管理の徹底についても，普及啓発や注意喚起が必要と考えられた。 

 
 
 

1．はじめに 

プラスチックごみ（廃プラスチック類）による海洋汚

染が，国際的に大きな問題となっている。令和元（2019）

年6月のG20大阪サミットでは，2050年までに海洋プラス

チックごみによる追加的な汚染をゼロにすることが宣言

された。日本近海で浮遊する廃プラスチック類の主な発

生源として，周辺国からの流出の他，国内からの流出も

考えられるが，陸域における廃プラスチック類について

は，実態が十分解明されていない状況である。 

そこで，栃木県内の環境中（主に河川）に排出される

廃プラスチック類について，実態を把握し，発生抑制対

策や普及啓発，環境学習等への活用方法を検討する基礎

資料を得ることを目的として，令和元（2019）年度から

令和3（2021）年度まで調査を実施したので報告する。 

 

2．調査方法 

2.1 モデル河川調査1) 

環境省2)や神奈川県3)の方法を参考に検討した調査方

法により，田川本川及び流入支川を対象として，水質及

び底質試料を採取し，廃プラスチック類を分析した。調

査対象とする廃プラスチック類は5mm未満のものとした

が，5mm以上のものも別途集計することとした。 

水質試料の採取と河川ごみ調査は，豊水期（令和2

（2020）年8月及び9月)と平水期（令和2（2020）年12

月）に実施した。底質試料の採取は，令和3（2021）年 

1月に実施した。 

 

 

図1 調査地点図 

出典：国土地理院発行5万分の1地形図を加工して作成。 
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調査対象は，宇都宮市の市街地を流下する田川本川及

びその支川とした。調査地点を図1に，各河川の概況4)を

表1に示した。本川流程は約15kmである。 

・ 本川：上流から上の島橋，大曽橋，簗瀬橋，上御

田橋＊1 

＊1 底質試料の採取は，安全確保等を考慮し，上御

田橋から上流の横川橋に変更した。 

・ 支川：山田川末流，錦中央公園（御用川）*2，釜

川末流1・2＊3 

＊2 河川敷が管理された芝張りのため，底質試料は

採取しなかった。 

＊3 三面コンクリート張構造のため，河川ごみ調査

及び底質試料の採取は実施しなかった。 

 
2.1.1 試料の採取及び分析方法 

水質試料は，環境省が海洋で実施している方法2)を参

考に，採取した。河川水中にプランクトンネット（目合

い0.3mm）を10分間浸漬し，河川の表層を流れる廃プラ

スチック類を含む試料を採取した。本川については，流

心，右岸，左岸で，支川については流心で，試料を採取

した。採取の間，電磁流速計により流速を測定し，ろ水

量を算出した。 

底質試料は，採取場所のばらつきを考慮し，調査地点

1地点当たり5箇所（40cm四方のフレームを5箇所に設

置）で採取した。表面の土壌を約3cmすくい取り，5mm 

メッシュのふるいを通過したものをトロ舟で混合し，そ

の一部を分取し，試料とした。 

採取した試料は，水洗，ふるい分け，浮遊分離を行

い，プラスチック候補粒子を分離した。分離したプラス

チック候補粒子は，実体顕微鏡で1個ずつ顕鏡して，形

状と色を記録後，長軸長さを計測した。材質の定性は，

フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR；日本分光製 FT/IR

-4600）を用いて，全反射測定法（ATR 法）により行っ

た。FT-IR で定性が難しいものについては，熱分解－ガ

スクロマトグラフ質量分析計（熱分解部；フロンティア

ラボ製 EGA/PY-3030D，GC/MS；島津製作所製 QP2010 

Ultra）を用いて分析した。 

 
2.1.2 河川ごみ調査 

地方公共団体向け漂着ごみ組成調査ガイドラインガイ

ドライン 5)及び河川ごみ調査マニュアル 6)を参考とし

て，河川敷に散乱するごみの調査を実施した。河川敷等

において，ごみの多い範囲を目視で選び，ごみの種類と

個数を集計し，ゴミ量は 20Lゴミ袋に換算したランクに

より示した。また，調査範囲の面積を記録し，単位面積

当たりの個数を算出した。 

 
2.2 廃プラスチック類の発生経路に係る調査7) 

田川流域に排出された廃プラスチック類の量を把握

し，廃プラスチック類の発生源と流出の原因，発生抑制

対策を検討するため，田川への流入経路及び市街地につ

いて調査を行った。モデル河川調査において，河川ごみ

が多く確認された，田川本川の大曽橋から旭陵橋の区間

を対象として，田川沿い及び田川に流入する側溝，水路

などを踏査し，河川ごみの散乱状況を記録した。確認さ

れたごみは，散乱ごみ実態把握調査ガイドライン8)に基

づき分類した。 

次に，流入経路調査で散乱ごみが多数確認された範囲

を含む市街地（道路や水路を含む）を踏査し，確認され

たごみは，散乱ごみ実態把握調査ガイドライン8)に基づ

表1 各河川の概況4) 
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き分類するとともに，散乱ごみの流出原因を検討した。 

 
3．調査結果 

3.1 モデル河川調査結果1) 

水質試料の個数密度を図2に示した。主にポリエチレ

ン（PE），ポリプロピレン（PP）が確認された。本川で

は，上の島橋（最上流）が最も低く，上御田橋（最下

流）が最高値であった。種類別個数は，PE，PP，EVAC

（エチレン酢酸ビニル共重合体），PS（ポリスチレン）

及びその他に分類した。種類別個数について，PEとPP

は，豊水期では約7割，平水期では約4割を占めていた。

堆肥カプセルと推察されたEVACの中空球は，豊水期に確

認され，平水期には確認されなかった。 

廃プラスチック類の個数密度に及ぼす要因について，

ろ水量と個数密度の関係を検討したところ，ろ水量が少

ないほど，すなわち河川の流量・流速が低いほど，個数

密度が高い傾向が見られた。大曽橋と上御田橋では，豊

水期より平水期の個数密度が高かったが，平水期の方が

流量及び流速が低いことから，その影響が考えられた。

支川では，釜川の個数密度が他の支川より高かったが，

繁華街の影響のほか，流量・流速が低いことによる影響

も考えられた。 

 

 

今回の調査結果を，国内河川の調査結果 9),10)と比較し

た。比較対象としたデータは，試料採取に用いたネット

目合いが概ね 0.3（mm）であり，FT-IRで分析している

ものを取り挙げた。鈴木らの調査結果 9)によると，平均

値 1.2（個/m3），最小値 0.065（個/m3），最大値 2.7 

（個/m3），Kataoka らの調査結果 10)によると，平均値

1.6（個/m3），最小値 0（個/m3），最大値 12（個/m3）

であり，今回の調査結果は，これらの調査結果の範囲内

であった。 

底質試料の種類別個数を図3に示した。本川では，下

流ほど増加する傾向が見られた。廃プラスチック類の種
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図2 水質試料の個数密度（1m3当たり） 

図3 底質試料の個数密度（1m2当たり） 
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類は，主にPE，PPが確認された。 

参考として，神奈川県が実施した相模湾沿岸（海岸）

の調査結果と比較した11)。神奈川県の調査では，最高

1,900（個/m2），最低190（個/m2）の廃プラスチック類

が確認されたが，この結果より本調査結果は概ね低い値

であった。 

河川ごみ調査の結果を図4に，ごみの容積を20Lごみ袋

に換算した結果と主なプラスチックごみ及び記載されて

いた賞味期限等を表2に示した（賞味期限等は西暦表

示）。全地点で廃プラスチック類が大きい割合を占め，

本川における河川ごみの容積は，底質試料の個数密度と

同様，下流ほど増加する傾向が見られた。いずれの地点

でも，包装，食品容器，ペットボトル，硬質プラスチッ

ク破片が6割以上を占めていた。 

食品や飲料の容器の賞味期限等を確認したところ，調

査年月日と比較的近いものが多く，短期間で河川ごみが

下流へ流出している可能性が示唆された。一方，底質調

査の際，横川橋において，河川敷で発見された廃プラス

チック類の中に，消費期限が「12年5月18日」の包装が

確認された。横川橋は，河川敷が草むらなどの植生に覆

われており，特にフィルム状の廃プラスチック類は植生

にトラップされやすいと考えられた。調査時点から8年

半前の消費期限であることから，経路は不明であるが，

その年月をかけて消費者からこの地点まで漂流してきた

と考えられた。このことから，河川に供給された廃プラ

スチック類の一部は，河川敷の植生にトラップされ，増

水時に下流へ流出するものとそのまま留め置かれるもの

があり，トラップされたものが，太陽光や雨水，微生物

などにより分解される可能性も示唆された。 

 

3.2 廃プラスチック類の発生経路に係る調査結

果7) 

 田川への流入経路について散乱ごみを調査した結果，

全地点で廃プラスチック類が大きい割合を占めていた。

田川本川は，右岸より左岸に河川ごみの個数が多く，宮

の橋から下流の簗瀬橋にかけての橋梁間毎に，散乱ごみ

が30～50個確認された。最も多かったごみはタバコの吸

い殻だったが，近くにJR宇都宮駅があり，河川沿いに遊

歩道があることから，通勤や散歩などの途中でポイ捨て

されたと考えられた。また，田川に流入する水路にも散

乱ごみが確認された。散乱ごみが多く確認された範囲を

中心に，対象範囲を道路や市街地に広げて調査した。 

周辺の道路や市街地などで散乱ごみが確認された場所

を分類した結果を，図5に示した。路上，水路周辺，ご

みステーション・ごみ箱で約70％を占めていた。 

散乱ごみの組成を，図 6 に示した。廃プラスチック類

が最も多く，約 70%を占めていた。廃プラスチック類の

うち，個数が多いものは，①飲料用 PET ボトル（1L 未

表2 河川ごみ調査（容積：20Lｺﾞﾐ袋換算） 

 

 

上の島橋 大曽橋 簗瀬橋 上御田橋 山田川末流 錦中央公園

20Lゴミ袋(袋) <1/10 1/6 1/6 1/2 <1/10 <1/10

主なプラス
チックごみ

包装 食品容器、包装 包装
PETボトル、食品
容器、包装

食品容器、包装、
PETボトル

プラスチック破片

賞味期限等
(西暦表示)

21年3月、20.8.7
20.12、21.4、
21.7

20.3.27

20Lゴミ袋(袋) <1/10 1/8 1/8 1/2 <1/10 <1/10

主なプラス
チックごみ

食品容器、包装、
PETボトル

食品容器、包装
食品容器、包装、
PETボトル

PETボトル、食品
容器、包装

食品容器、包装、
PETボトル

食品容器、包装

賞味期限等
(西暦表示)

21.4.21 21.5.7、21.4
20.11.28、
21.2.18、
20.11.20

20.12、21.4、
21.7、20.1.15

21.4、21.7

本川 支川

豊水期
R2(2020).
8.7

平水期
R2(2020).
12.3

 

図4 河川ごみ調査（100m2当たりの個数） 
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満），②食品容器，③ポリ袋であり，3.1 の河川ごみ調

査においてよく確認された廃プラスチック類と一致して

いた。また，市街地における散乱ごみの状況として，以

下のことが確認された。 

① ごみステーションでは，防鳥ネット等がかけられ

ていないごみ袋がカラス等に荒らされ散乱していた

ケースや，飲料自動販売機の脇に設置したごみ箱か

らペットボトルなどがあふれていたケースが確認さ

れた。さらに，ごみステーションでは，収集日以外

に出されたごみが残置されていたケースも散見され

た。 

② 水路周辺にも散乱ごみが確認され，周辺の住宅地

などからの意図しない流入の他，投棄されたとみら

れるごみ袋も確認された。 

③  植栽や空地・空家など，人目のつかない場所で確

認されたごみがあり，ポイ捨てなど意図的な散乱も

原因として考えられた。 

④  三角コーンの破損が見られた所もあり，プラスチ

ック製品の屋外での不適切な管理状況も，散乱・流

出の一因と推察された。 

環境中に排出される廃プラスチック類削減のため，

「ポイ捨てをしない」と「ごみの飛散を防ぐ」が重要で

あるが，見落としがちなのが「屋外で使用・保管してい

るプラスチック製品」の管理である。屋外では，風雨や

紫外線等の影響を直接受けるため劣化しやすく，気付か

ないうちに破損して環境中に排出されることがある。屋

外で使用しているプラスチック製品が，飛ばされること

はないか，もろくなっていないかを定期的に確認し，必

要に応じて交換する等の対応も肝要と考えられた。 

 

4. まとめ 

河川水質試料及び底質試料の廃プラスチック類の個数

密度は，本川では，下流ほど増加する傾向が見られた。

支川の水質試料について，釜川の廃プラスチック類の個

数密度が高かったが，繁華街流下の影響が考えられた。

そこで流入経路と市街地を調査し，廃プラスチック類の

発生原因等を検討することとした。 

市街地において散乱ごみが多く確認された場所は，路

上，水路周辺，ゴミステーション・ごみ箱であり，主に

意図しない散乱が原因と考えられ，ポイ捨て防止のみな

らず，普及啓発や注意喚起が必要と考えられた。水路周

辺は多くの散乱ごみが確認されたことから，水路及び周

辺のかんがい前の清掃が必要と考えられた。 
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